
 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

                

見
送
り 

1944(

昭
和
19)

年
に
入
り
、
戦
局
が
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
る
と
、
女
学
生
達
も
勤
労
動
員
と
な

り
、
奥(

旧
姓
関
口)

純
子
さ
ん
た
ち
も
館
林
航

空
器
材
株
式
会
社
や
太
田
市
の
中
島
飛
行
機

の
工
場
な
ど
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
翌

1945
年
に
入
る
と
、
空
襲
が
激
し
く
な
り
、
太

田
は
も
ち
ろ
ん
館
林
も
空
襲
を
受
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
純
子
さ
ん
た
ち
は
毎
日
工
場

に
出
勤
し
、
機
銃
弾
な
ど
の
製
造
に
従
事
し
て

い
ま
し
た
が
、
４
月
初
旬｢

明
朝
、
特
攻
隊
員

の
見
送
り
が
館
林
駅
で
行
わ
れ
る
。｣

と
の
知

ら
せ
が
入
り
ま
し
た
。
翌
朝
、
勤
労
動
員
の
出

勤
前
に
同
級
生
た
ち
と
駅
前
に
行
く
と
、
近
所

の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
片
岡
中

尉
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
泉
家
で
顔
を
合
わ
せ

た
時
に
は
、
特
攻
で
出
撃
す
る
こ
と
な
ど
思
い

も
よ
ら
な
い
ほ
ど
、
温
情
に
溢
れ
た
穏
や
か
な

様
子
で
し
た
の
で
、
純
子
さ
ん
は｢

片
岡
中
尉

が
行
く
ん
だ
。｣

と
驚
き
の
あ
ま
り
声
が
出
ま

せ
ん
で
し
た
。
見
送
り
の
方
々
へ
の
挨
拶
を
終

え
る
と
、
片
岡
中
尉
は
純
子
さ
ん
の
前
に
来
て
、

｢

勤
労
動
員
な
ど
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま

っ
て
申
し
訳
な
い
。
命
に
代
え
て
敵
を
滅
ぼ
し
、

平
和
な
時
代
を
築
き
上
げ
る
か
ら
、
も
う
少
し

我
慢
し
て
下
さ
い
。｣

と
頭
を
下
げ
、
車
中
の

人
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
優
し
い
ま
な
ざ
し
は
、

こ
れ
か
ら
特
攻
で
死
に
赴
く
人
に
は
と
て
も

思
え
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

ま
た
第
３
期
特
別
操
縦
見
習
士
官
と
し
て
、

館
林
教
育
隊
で
片
岡
中
尉
か
ら
薫
陶
を
受
け

た
大
野
俊
康
氏(

元
靖
国
神
社
宮
司
・
昭
和
19

年
６
月
１
日
、
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
へ
入
校)

は
、
1993(

平
成
５)

年
６
月
に
奥
様
の
重
子
様

か
ら
伺
っ
た
話
と
し
て｢

特
攻
隊
長
の
命
を
受

け
た
時
、
既
に
４
歳
と
３
歳
の
女
の
子
が
お
り

ま
し
た
。
そ
し
て
私
は
身
重
で
臨
月
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
片
岡
は
別
れ
る
時
、
『
本
当
に
い

ろ
い
ろ
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
。
私
は
思
い
遺
す

こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
お
な
か
の
子
供
だ
け
は

気
に
か
か
る
。
』
と
言
っ
て
出
て
行
き
ま
し

た
。｣

と
記
し
て
い
ま
す(

『
特
攻
魂
の
ま
ま
に
』

元
靖
国
神
社
宮
司
大
野
俊
康
講
演
集
・
展
転

社)

。 

同
期
生
と
の
出
会
い 

1945(

昭
和
20)

年
４
月
７
日
夜
、
片
岡
中
尉
は

『
留
魂
録
』(

靖
国
神
社
遊
就
館
蔵)

に
特
攻
隊

員
12
名
の
氏
名
・
階
級
と｢

諸
事
完
了 

純
一

無
雑 

訓
練
基
地
発
前
夜 

片
岡
喜
作｣

の
語

を
記
し
、
翌
４
月
８
日
、
熊
谷
飛
行
場
を
出
陣
。

同
日
経
由
地
の
兵
庫
県
加
古
川
飛
行
場
に
到

着
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
は
同
期
の
鈴
木
武
次

良
中
尉
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
鈴
木
中

尉
は
中
国
戦
線
か
ら
帰
国
後
、
熊
谷
陸
軍
飛
行

学
校
付
と
な
り
、
伊
那
分
教
場
教
官
を
務
め
て

い
ま
し
た
が
、
第
６
航
空
軍
隷
下
の
通
信
司
令

部
の
飛
行
班
長
と
し
て
福
岡
県
板
付
飛
行
場

に
赴
任
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
鈴
木
中
尉
は
そ

の
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

｢

大
阪
が
敵
の
空
襲
に
遭
い
、
そ
の
後
、
偶

然
に
も
加
古
川
飛
行
場
で
同
期
の
片
岡
中
尉

の
特
攻
隊
の
宿
泊
を
知
り
、
宿
を
訪
ね
激
励
す

る
。
驚
い
た
事
に
は
隊
員
全
員
、
伊
那
分
教
場

時
代
の
私
の
部
下
で
編
成
さ
れ
て
い
た
。
牟
田

少
尉
の
如
き
は
、
さ
っ
そ
く
碁
盤
を
持
ち
出
し

教
育
一
石
と
…
私
は
心
し
て
負
け
た
。
ま
た
松

田
曹
長
は
お
産
３
日
目
で
出
て
来
た
と
か
『
何

と
言
っ
て
来
た
？
』
『
遠
い
所
に
行
っ
て
来

る
。』
と
唯
一
言
云
っ
て
来
た
と
涙
ぐ
む
。(

少

年
飛
行
兵)

後
輩
の
難
波
曹
長
は
１
日
も
早
く

突
っ
込
み
た
い
。
ど
ん
な
慰
問
を
さ
れ
て
も
ご

馳
走
を
さ
れ
て
も
、
面
白
く
も
、
う
ま
く
も
何

と
も
な
い
…
…
と
。｣(

『
陸
軍
少
年
飛
行
兵
史
』

操
縦
１
期
生
徒
の
歩
み)

 

 

 

      

第
81
振
武
特
別
攻
撃
隊
・
留
魂
録 

４
月
９
日
、
特
攻
隊
の
集
結
基
地
と
な
っ
て

い
た
山
口
県
小
月
飛
行
場(

現
海
上
自
衛
隊
小

月
航
空
基
地)

に
到
着
、
４
月
12
日
に
は
菅
原

道
大
第
６
航
空
軍
司
令
官
よ
り｢

第
81
振
武

隊｣

の
命
名
を
受
け
ま
し
た
。
隊
員
は
以
下
の

12
名
で
し
た
。 

 

片
岡
喜
作
中
尉
（※）

29
歳 

茨
城 

 

 
 

牟
田
芳
雄
少
尉 

24
歳 

佐
賀 

 

牛
渡
俊
治
少
尉 

 

22
歳 

 

宮
城 

 

大
場
健
治
准
尉 

29
歳 

宮
城 

 

松
田
富
雄
曹
長 

28
歳 

宮
城 

 

難
波
隼
人
曹
長 

 

23
歳 

 

岡
山 

 

仲
本
政
好
曹
長 

25
歳 

 

鳥
取 

 

桐
生 

猛
曹
長 

 

22
歳 

 

静
岡 

 

橋
本
榮
亮
軍
曹 

 

21
歳 

 

福
井 

 

白
石
哲
夫
軍
曹 

 

25
歳 

 

大
分 

 

岡
山
勝
己
軍
曹 

 

24
歳 

 

鹿
児
島 

 

鍋
田
茂
夫
伍
長 

24
歳 

神
奈
川 

片
岡
隊
長
は
同
日
付
け
の
『
留
魂
録
』
に
、 

平成２８年１月１２日 
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第８６号 

 

号 

振武特別攻撃隊長３ ～第 81 振武特別攻撃隊出陣～ 
1945(昭和 20)年３月 11 日、第６練習飛行隊(東部 540 部隊)上田教

育隊において、第６練習飛行隊の教官及び助教を隊員として、特別攻

撃隊が編成され、片岡喜作中尉(中学 33 回)は隊長に任ぜられました。

隊員は片岡隊長以下 12 名、いずれも操縦技術熟達の強者でしたが、特

攻機は 250 キロ爆弾で爆装した 99 式高等練習機でした。隊員たちは原

隊(熊谷航空隊)で特攻訓練を受け、出陣式後、山口県小月飛行場に進出、

出撃命令を待っていました。(本紙では戦後 70 年の昨年から戦争に関

わった先輩方の足跡を辿っています。) 

 

「
留
魂
録
」(

靖
国
神
社
遊
就
館
蔵
・
縦
23.3

cm
横
17.8

cm) 

片
岡
中
尉
が
特
攻
隊
長
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
小
月
基
地

出
発
ま
で
の
間
に
、
そ
の
決
意
や
心
境
を
し
た
た
め
た
も

の
で
、
第
６
航
空
軍
司
令
官
や
隊
員
た
ち
の
寄
せ
書
き
も

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
撃
後
に
遺
書
と
と
も
に
遺
品
と
し

て
小
月
基
地
か
ら
重
子
夫
人
に
届
け
ら
れ
、
重
子
夫
人
は

1994(

平
成
６)

年
７
月
14
日
、
こ
れ
を
靖
国
神
社
に
奉
納
し

ま
し
た
。 

 

 

片
岡
中
尉
が
小
月
基
地
で
お
世
話
を
受
け
た
「
員
光

下
組
婦
人
会
」
の
方
々
に
贈
っ
た
書
「
神
機
到
来
す
、

必
死
を
以
て
、
人
機
命
中
、
空
母
轟
沈
を
期
す
」 

 



 

 

｢

期
団
結
振
武
隊 

出
撃
ヲ
前
ニ
シ 

 

 
隊
長 

片
岡
喜
作 

 

（※）

三
十
一
令 

 

 
茨
城
県
筑
波
郡
大
穂
村
字
玉
取  

 
 
 

父 
片
岡
鉄
造 

 
 

母 
片
岡
し
か 

 
 
 
 

妻 

片
岡
重
子 ｣ 

と
筆
を
下
ろ
し
、
以
下
隊
員
11
名
そ
れ
ぞ

れ
の
本
籍
地
・
年
令
・
父
母
妻
の
名
を
書
き
連

ね
、
最
後
に｢

大
君
の
御
為
に
散
る 

第
八
十

一
振
武
特
攻
隊
一
同｣

と
揮
毫
、『
留
魂
録
』
を

結
ん
で
い
ま
す
。 

片
岡
隊
長
は
こ
の
『
留
魂
録
』
を
小
月
基
地

出
撃
に
際
し
、
遺
品
と
し
て
重
子
夫
人
に
送
り

ま
し
た
が
、
そ
の
行
間
に
は
、
片
岡
隊
長
を
は

じ
め
隊
員
た
ち
の｢

た
と
え
身
は
散
華
し
よ
う

と
も
自
分
た
ち
の
魂
は
家
族
の
も
と
に
留
ま

っ
て
い
る｣

と
の
思
い
が
溢
れ
て
い
ま
す
。 

心
か
ら
の
も
て
な
し 

 

小
月
基
地
待
機
中(

４
月
９
日
～
20
日)

多

忙
を
極
め
た
片
岡
隊
長
で
し
た
が
、
特
攻
基
地

知
覧
進
出
ま
で
の
間
、
心
洗
わ
れ
る
よ
う
な
毎

日
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
樫
出
勇(

か
し

い
で 

い
さ
む
、
1915
年
～
1994
年)

中
尉
と
の
再
会
で
し

た
。
樫
出
中
尉
は
陸
軍
少
年
飛
行
学
校
同
期
生

(

１
期
生)

で
、
同
じ
第
１
区
隊
に
所
属
し
、
片

岡
隊
長
は
第
１
班
、
樫
出
中
尉
は
第
２
班
で
し

た(

そ
の
後
片
岡
隊
長
は
偵
察
、
樫
出
中
尉
は

戦
闘
分
科
に
進
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
陸
軍
航
空

士
官
学
校
で
も
二
人
は
少
尉
候
補
生
21
期
学

生
と
し
て
同
期
と
な
り
ま
し
た)

。
当
時
、
樫

出
中
尉
は
飛
行
第
４
戦
隊
に
所
属
、
小
月
基
地

で
北
九
州
上
空
の
守
り
に
つ
い
て
お
り
、
二
式

複
座
戦
闘
機(

愛
称｢

屠
龍｣

)

を
駆
り
、
Ｂ
29

を
22
機
撃
墜
し
、｢

撃
墜
の
エ
ー
ス｣

と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
航
空
士
官
学
校
卒
業
以
来
の

再
会
を
果
た
し
た
二
人
は
、
飛
行
学
校
で
の
思

い
出
、
そ
し
て
過
ぎ
し
日
々
の
思
い
出
の
数
々

を
語
り
合
い
、
さ
ら
に
祖
国
を
思
う
互
い
の
胸

中
を
吐
露
し
て
感
無
量
、
話
が
尽
き
る
こ

 

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
樫
出
中
尉
は
戦
後
、

そ
の
時
の
様
子
を｢
征
き
て
帰
ら
ぬ
出
撃
に
一

点
の
ゆ
る
ぎ
も
み
せ
ぬ
片
岡
隊
長
の
姿
に
、
神

を
見
る
思
い
で
あ
っ
た
。｣
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

ま
た
小
月
基
地
で
の
約
10
日
間
の
待
機
中
、

第
81
振
武
隊
の
隊
員
た
ち
は
基
地
近
く
の
王

司
温
泉
に
宿
泊
し
て
い
ま
し
た
が
、
附
近
の
村

民
は
心
か
ら
の
も
て
な
し
を
尽
く
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
も
て
な
し
を
片
岡
中
尉
は
奥
様

に
宛
て
た
遺
書
の
な
か
で｢

当
山
口
県
小
月
飛

行
場
に
於
い
て
約
10
日
間
待
機
、
附
近
の
村

民
各
位
よ
り
誠
心
の
も
て
な
し
を
受
け
本
当

に
幸
福
に
征
き
ま
す
。
そ
の
状
況
は
宿
舎
附
近

に
居
ら
れ
る
豊
島
と
し
子
様
、
桜
井
朝
子
様
、

西
山
の
奥
様
よ
り
貴
女
に
お
知
ら
せ
下
さ
る

筈
で
す
。｣

と
伝
え
て
い
ま
す
。 

４
月
12
日
に
は
下
関
市
員
光
町(

か
ず
み
つ
ち
ょ
う)

地
区
の
婦
人
会(

員
光
下
組
婦
人
会)

会
員
が

慰
問
に
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
を
同
婦

人
会
会
員
で
あ
っ
た
松
田
セ
ツ
さ
ん
は
、
1987

(

昭
和
62)

年
９
月
７
日
の
朝
日
新
聞
下
関
版

で｢

慰
問
し
た
日
、
温
泉
近
く
の
神
社
の
境
内

で
八
分
咲
き
の
桜
を
一
枝
、
片
岡
隊
長
に
差
し

上
げ
た
と
こ
ろ
、
隊
長
は
桜
の
枝
を
片
手
に
持

ち
、
吟
詠
し
な
が
ら
ひ
と
舞
い
さ
れ
ま
し
た
。

宿
舎
に
は
20
才
前
後
の
隊
員
が
14
～
15
人

い
ま
し
た
が
、
生
き
て
帰
れ
る
望
み
も
な
く
出

撃
し
て
い
く
若
い
隊
員
た
ち
が
気
の
毒
で
、
何

を
話
せ
ば
よ
い
や
ら
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。｣

と
語
っ
て
い
ま
す(

『
特
攻
隊
戦
没
者
慰

霊
顕
彰
会
会
報
第
５
号
』
よ
り
引
用)

。
こ
の

慰
問
に
対
し
て
、
隊
長
片
岡
中
尉
と
副
官
大
場

健
治
准
尉
は
漢
詩
と
短
歌
の
辞
世
の
書
を
贈

り
ま
し
た
。
こ
の
時
贈
ら
れ
た
書
は
、
松
田
さ

ん
が
41
年
間
保
管
し
て
い
ま
し
た
が
、
元
気

な
う
ち
に
遺
族
に
お
返
し
し
た
い
と
、
朝
日
新

聞
下
関
支
局
に
調
査
を
依
頼
、
そ
の
結
果
、
遺

族
の
所
在
が
判
明
し
、
片
岡
中
尉
と
大
場
准
尉

の
遺
族
の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
朝
日
新
聞
社
を

通
じ
て
届
け
ら
れ
ま
し
た(

1987
年
９
月
17
日

の
朝
日
新
聞
に
は｢

出
撃
前
の
辞
世
の
書 

41
年
ぶ
り
、
遺
族
の
手
に｣

と
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。)

。 

ま
た
同
婦
人
会
会
員
で
あ
っ
た
豊
島
と
し

子
さ
ん
は
、｢

ひ
と
た
び
征
け
ば
二
度
と
還
ら

ぬ
必
死
必
滅
の
特
攻
攻
撃
、
婦
女
子
の
故
に
共

に
は
征
け
ぬ
が
、
我
が
心
は
己
が
魂
は
相
共

に｣
と
の
熱
烈
た
る
思
い
で
、
指
を
切
り
滴
る

鮮
血
を
以
て｢

祝
出
陣 

祈
成
功 

振
武
隊 

山
櫻
萬
歳
！ 

と
し
こ｣

と
記
し
た
絹
布
の
マ

フ
ラ
ー
を
隊
員
一
同
に
贈
っ
て
い
ま
す
。(

マ

フ
ラ
ー
の
右
下
に
は
片
岡
隊
長
が
書
い
た
と

思
わ
れ
る｢

左
記
の
乙
女
よ
り
隊
員
一
同
に
贈

ら
る 

於
基
地 

山
口
懸
下
関
市
王
司
区
員

光
町 

豊
島
と
し
子｣

と
の
添
え
書
き
が
あ
り
、

出
撃
後
片
岡
中
尉
の
遺
品
と
し
て
、
重
子
夫
人

の
も
と
に
届
け
ら
れ
、
重
子
夫
人
が
1994(

平
成

６
年)

６
月
10
日
に
靖
国
神
社
に
奉
納
し
て
い

ま
す
。)

。 

 

村
民
か
ら
真
心
籠
る
も
て
な
し
を
受
け
た

隊
員
た
ち
で
し
た
が
、
つ
い
に
出
撃
命
令
が
下

り
、
４
月
22
日
、
知
覧
基
地
か
ら
沖
縄
へ
出

撃
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
片
岡
中
尉
は
命

令
を
受
け
る
と
、
郷
里
玉
取
に
居
る
両
親
や
奥

様
に｢

待
望
の
時
機
来
た
り
て 

本
日
○
○

(

機
密
保
持
の
た
め
特
攻
の
２
文
字
が
伏
せ
字

に
な
っ
て
い
ま
す)

下
命 

愛
機
を
操
っ
て
勇

躍 

制
空
の
途
に
つ
か
ん
と
す 

兄
と
共
に

故
郷
の
名
を
辱
め
ざ
ら
ん
事
を
期
す 

委
細

後
報 

不
備(

文
意
が
十
分
で
な
い
と
い
う
意

で
、
手
紙
文
の
最
後
に
添
え
る
語)｣

と
の
一
報

を
送
っ
て
い
ま
す
。 (

高
21
回 

松
井
泰
寿) 

 （※）
片
岡
中
尉
の
年
齢
に
つ
い
て
、
本
文
中
、
29
歳
と
31 

令
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
片
岡
氏
本
人
が
当
時

一
般
的
で
あ
っ
た
「
数
え
年
」
で
自
ら
の
年
齢
と
し
た
も

の
と
、
戦
後
に
年
齢
を
言
う
際
に
現
在
で
の
一
般
的
な

「
満
年
齢
」
で
表
記
し
た
も
の
と
が
混
在
し
て
い
る
た
め

で
す
。
片
岡
氏
は
1915(

大
正
４)

年
6
月
生
ま
れ
で
す
が
、

数
え
年
年
齢
で
は
誕
生
と
同
時
に
す
で
に
１
歳
で
、
正
月

を
迎
え
る
た
び
に
年
齢
を
１
歳
重
ね
ま
す
の
で
、
翌
大
正

５
年
１
月
１
日
に
な
れ
ば
２
歳
に
な
り
ま
す
。
満
年
齢
で

は
、
大
正
５
年
１
月
１
日
で
は
０
歳
（
６
か
月
）
で
、
数

え
年
と
は
２
歳
の
差
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
大
正
５
年
６

月
に
は
１
歳
と
な
り
、
そ
の
差
は
１
歳
で
す
。
で
す
か
ら
、

1945(

昭
和
20)

年
４
月
時
点
で
は
、
数
え
年
で
31
歳
、
満

年
齢
で
29
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

 

小月基地で打合せ中の飛行第４戦隊の隊員たち。 

機体は２式複座戦闘機｢屠龍｣ 
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